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議会だより
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の
か
く
れ
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ぼ



芝山議会だより　No.127　R2.5.1－ 2

議会だより
May
2020Council Report  No.127

令和２年５月1日発行
（年４回発行）

５

CONTENTS

２　令和２年第１回芝山町議会
　　定例会のあらまし

３　スペシャルインタビュー
　　「新議長に聞く」

４　2020お仕事セレクト
　　　（当初予算）

６　議員が質した18HOURS
　　　（予算審査特別委員会）

８　常任委員会レポート

９　議員の賛否

11　一般質問
　　○�坂井�慶子�議員�
　　○岩内�　章�議員
　　○麻生�孝之�議員�
　　○堀越�保夫�議員
　　○萩原�正規�議員�
　　○�實川�嘉一�議員

18　新議員の紹介

19　議会へ行こう
　　　（議会傍聴のご案内）

20　「My Home Town」
　　 第２回芝山町議会定例会

〈表紙写真〉 芝山文化センター駐車場内に
咲きほこる桜

　
令
和
２
年
第
１
回
芝
山
町
議
会

定
例
会
（
以
下
、
「
３
月
定
例

会
」
と
い
う
）
は
、
３
月
９
日
に

招
集
さ
れ
、
３
月
24
日
ま
で
16
日

間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
日
に
は
、
令
和
２
年
度
一

般
会
計
予
算
等
の
17
議
案
が
提
出

さ
れ
、
町
長
か
ら
提
案
理
由
説
明

と
新
年
度
に
向
け
た
施
政
方
針
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
行
わ
れ
た
一
般
質
問
は

２
日
間
で
、
６
名
の
議
員
が
登
壇

し
、
「
避
難
所
の
運
営
」
「
教
育

方
針
」
「
防
災
」
「
成
田
空
港
の

機
能
強
化
」
「
防
災
減
災
へ
の
取

組
」
「
子
育
て
支
援
策
」
「
農
業

支
援
対
策
」
「
公
共
交
通
」
等
に

つ
い
て
、
活
発
な
議
論
が
展
開
さ

れ
ま
し
た
。

　
各
常
任
委
員
会
及
び
予
算
審
査

特
別
委
員
会
は
合
わ
せ
て
４
日
間

開
催
さ
れ
、
議
長
か
ら
付
託
さ
れ

た
議
案
に
つ
い
て
、
具
体
的
か
つ

専
門
的
な
審
査
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
最
終
日
に
は
、
各
委
員
長
か
ら

の
報
告
が
行
わ
れ
、
採
決
の
結

果
、
全
て
の
議
案
が
原
案
の
と
お

り
可
決
さ
れ
、
全
日
程
を
終
了
し

ま
し
た
。

議
会
人
事

（
◎
委
員
長
、
○
副
委
員
長
）

議　
長　
岩
澤　
達
弥

副
議
長　
實
川　
嘉
一

■
総
務
常
任
委
員
会

　
◎
内
田　
白
民

　
○
坂
井　
慶
子

■
ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会

　
◎
麻
生　
孝
之

　
○
堀
越　
保
夫

■
議
会
運
営
委
員
会

　
◎
實
川　
嘉
一

　
○
内
田　
白
民

■
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
◎
坂
井　
慶
子

　
○
岩
内　
　
章

空港の
機能強化に
託される「未来」

３月
議 会

～第１回芝山町議会定例会のあらまし～
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大
変
貌
を
遂
げ
る
町

　
現
在
、
世
界
中
で
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
拡
大
し
て
お
り
、
皆
さ

ん
は
不
安
な
日
々
を
過
ご
さ
れ
て
い

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
人
類

の
英
知
を
結
集
し
、
必
ず
や
こ
の
戦

い
に
勝
利
す
る
こ
と
と
確
信
し
て
お

り
ま
す
。

　
本
町
は
、
成
田
空
港
機
能
強
化
に

伴
う
法
律
改
正
や
千
葉
県
都
市
計
画

決
定
な
ど
の
す
べ
て
の
条
件
が
整

い
、
い
よ
い
よ
こ
の
４
月
か
ら
動
き

出
し
ま
し
た
。
懸
案
事
項
で
あ
っ
た

移
転
に
よ
る
地
区
分
断
、
い
わ
ゆ
る

１
戸
残
し
問
題
（
５
戸
未
満
）
も
町

が
補
償
し
移
転
で
き
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　
成
田
空
港
機
能
強
化
が
計
画
ど
お

り
に
進
め
ば
、９
年
後
に
は
完
成
し
、

年
間
50
万
回
の
離
発
着
が
可
能
な
大

空
港
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
本
町
も
20
年
後
を
見
据
え
た
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま

し
た
。
千
葉
県
の
実
施
プ
ラ
ン
も
完

成
し
、
移
転
候
補
地
と
し
て
住
宅
地

の
造
成
や
道
路
整
備
な
ど
多
く
の
計

画
が
立
て
ら
れ
ま
し
た
。
５
年
以
内

の
短
期
計
画
、
10
年
以
内
の
中
期
計

画
が
計
画
的
に
進
ん
で
い
け
ば
、
こ

れ
か
ら
の
10
年
は
、
過
去
に
な
い
変

貌
を
遂
げ
る
10
年
と
な
る
で
し
ょ

う
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
町
民
の
皆
様
と

議
会
で
、
計
画
が
予
定
ど
お
り
進
め

ら
れ
て
い
る
か
、
毎
年
の
進
捗
を
見

極
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

積
極
的
か
つ
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に

　

議
長
に
就
任
し
て
の
志
（
目
標
）

と
し
て
、

　
１
つ
目
は
「
要
望
、
陳
情
活
動
の

実
施
」
で
す
。

　
議
員
に
な
っ
て
８
年
、
国
・
県
・

空
港
会
社
に
対
す
る
、
芝
山
町
議
会

単
独
の
要
望
活
動
は
行
っ
て
お
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
町
民
の
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
・
ご

要
望
を
取
り
ま
と
め
、
議
会
と
し
て

の
要
望
・
陳
情
活
動
を
活
発
に
行
い

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
２
つ
目
は
「
い
つ
で
も
招
集
に
応

じ
る
議
会
」
で
す
。

　
年
間
70
億
円
を
超
え
る
町
予
算
も

議
会
の
議
決
か
な
け
れ
ば
執
行
で
き

ま
せ
ん
。年
４
回
の
定
例
会
以
外
で
、

緊
急
を
要
す
る
案
件
は
、
町
長
の
専

決
処
分
に
よ
り
決
定
で
き
ま
す
が
、

反
面
、
議
会
が
議
決
権
を
放
棄
し
て

い
る
と
も
い
え
る
と
思
い
ま
す
。

　
議
会
は
、
町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た

案
件
を
議
論
し
議
決
す
る
こ
と
が
重

要
な
役
割
で
す
。

　
議
決
を
要
す
る
案
件
は
、
専
決
処

分
を
行
わ
ず
採
決
す
る
た
め
、
い
つ

で
も
臨
時
議
会
の
招
集
に
応
じ
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

岩澤 達弥
第62代議長

新
た
な
ビ
ジ
ョ
ン
で

　
よ
り
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
議
会
に

いわさわたつや
S35.1.26生
趣味は卓球
岩山在住
当選３回

Profile

Special
interview

the 62 ththe 62 th

　２月の改選後、新たなまちづくりの原動力とな
る議会の代表に就任した岩澤達弥議長にこれから
の抱負を語っていただきました。
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可決72億
円
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【安心安全な町の基盤整備】

【健康増進】

未曽有の災害に備えた「防災力」を
高めるための事業

幅広い世代を対象にした
予防接種や検診を実施

〇国土強靭化計画策定事業 …… 859万1000円
　（国のガイドラインに沿った町の国土強靭化計画を策定）
〇 災害用備蓄品事業 …… 328万3000円（消費期限が迫って
いる防災倉庫内の非常食などの備蓄品の入れ替え）

〇自主防災組織活動支援事業 …… 136万円
　（町内にある自主防災組織の活動を支援）

〇疾病予防事業 …… 3093万1000円
　（がんなどの検診や予防接種費用）
〇後期高齢者健康診断助成 …… 125万円
　（75歳以上の人間ドックを助成）
〇妊婦・乳児等健康診査 …… 484万9000円
　（妊婦や３歳児健診などを実施）

　私たち芝山町民の暮らしを支える令和２年度一般会計予算は、50億
7600万円で、限られた目的のために使われる５つの特別会計との総
額は、72億5268万円（1.3%増）で、前年度を9256万円上回りまし
た。生活に密着した注目予算をご紹介します。（質疑Ｐ6～Ｐ7）
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　　 【未来の創造】
住宅拠点の整備計画作成に
着手

〇拠点創出調査事業 …… 4949万7000円
　（小池、千代田、川津場地区拠点の土地利用計画など）
〇農業振興地域整備計画の見直し …… 291万5000円
　（３年をかけて実施）

　　 【公共施設整備】
老朽化した公共施設の
再配備計画を策定

〇公共施設個別施設計画策定事業 …… 1685万2000円
　（�公共施設の劣化状況を調査し長寿命化や複合施設

の計画を策定）
〇保育所の修繕 …… 303万7000円
　（第１・第２保育所の修繕工事）

　　 【子育て支援】
町の宝を積極的に支援
する事業

〇幼児教育・保育無償化 …… 983万8000円
　（�子育てのための施設等利用給付負担金、地域子ど

も・子育て支援事業）
〇学校給食費補助 …… 2260万8000円
　（給食費無償化事業として小中学生の給食費を補助）

　　

【教育環境】
ICT教育のスタートに向けた
環境整備

〇 情報技術教育事業 …… 1689万5000円（ICT教育の
推進によるパソコン機器や教材、システム導入の経費）

〇 校外学習助成事業 …… 396万（中学生の奄美大島
体験学習、海外修学旅行の実施に伴う経費補助）

小池地区イメージパース
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（
小
嶋
議
員
）
臨
時
職

員
の
立
場
が
今
年
度
か

ら
会
計
年
度
任
用
職
員
に
変

わ
る
が
、人
件
費
は
ど
の
く
ら

い
増
え
る
の
か
。

A
諸
手
当
な
ど
が
付
く
の

で
一
人
当
た
り
の
額
は

増
え
ま
す
が
、
全
体
の
採
用

人
数
を
89
名
か
ら
75
名
に
し

た
の
で
、
今
年
度
は
2
0
0

0
万
円
程
度
の
増
額
で
抑
え

ま
し
た
。

Q
（
麻
生
議
員
）
毎
年
、

経
常
収
支
比
率
が
８
割

を
超
え
財
政
の
硬
直
化
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
が
改
善
策
は
。

A
こ
こ
数
年
一
般
会
計
予

算
規
模
が
50
億
円
を
超

え
て
い
ま
す
が
、
主
に
拠
点

整
備
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
理

由
で
す
。
歳
出
を
調
整
し
税

収
を
上
げ
る
努
力
を
し
ま
す
。

Q
（
堀
越
議
員
）
財
政
調

整
基
金
の
理
想
的
な
目

標
金
額
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

A
国
か
ら
具
体
的
な
額
を

指
示
さ
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
町
と
し
て
は

10
億
円
あ
れ
ば
不
測
の
事
態

に
も
対
応
し
や
す
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

Q
（
小
嶋
議
員
）
昨
年
の

予
算
と
く
ら
べ
法
人
町

民
税
が
減
っ
た
理
由
は
。

A
当
初
は
、
国
が
景
気
回

復
を
見
込
ん
で
設
定
し

ま
し
た
が
、
実
際
は
そ
れ
よ

り
も
徴
収
額
が
少
な
か
っ
た

こ
と
と
、
今
年
度
の
税
率
が

引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ

り
ま
す
。

Q
（
平
山
議
員
）
福
祉
作

業
所
管
理
委
託
料
の
主

な
内
訳
と
作
業
所
の
事
業
内

容
は
。

A
運
営
に
係
わ
る
職
員
の

人
件
費
と
備
品
な
ど
で

す
。
施
設
の
目
的
は
障
が
い

者
の
方
に
軽
作
業
を
通
し
て

社
会
的
ル
ー
ル
を
身
に
付
け

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
活
動

を
し
て
い
ま
す
。�

Q
（
岩
澤
議
員
）
昨
年
10

月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
保

育
料
無
償
化
に
伴
う
負
担
金

の
割
合
は
。

A
国
が
２
分
の
１
・
県
が

４
分
の
１
・
町
が
４
分

の
１
で
す
。

Q
（
坂
井
議
員
）
公
民
館

講
座
で
の
新
し
い
事
業

と
は
。

A
今
年
度
、
若
い
子
育
て

世
代
に
向
け
た
ソ
ー
イ

ン
グ
教
室
を
企
画
し
ま
し

た
。

目
標
と
課
題
を

明
確
に
す
る
た
め
に

総務関係

Q

小
こ

菅
すげ

 　剛
たけし
さん（建設業/下吹入/44歳）

 　大規模停電が発生した際、避難所への避
難が難しい高齢者宅へ、地元消防団などか
ら発電機を短時間でも貸し出しができれ
ば、少しでも不安を和らげることができる
のではないかなと思います。

鈴
すず

木
き

 敏
としひろ

弘さん（農業/上吹入/32歳）
�　昨年の台風の補助金申請時、芝山以外に
ある農地に関しての手続きが大変だと感じ
ました。今後、他の市町村と連携して芝山
で手続きをスムーズに進められるようにし
てほしいです。

議員
が質

た だ

した

18
HOURS

令和２年度
当初予算

　全議員で構成される「予
算審査特別委員会」は現地
視察を含めて３日間開催さ
れ、合計18時間をかけて
新年度予算を審議しまし
た。改選後の初議会。注目
の質疑をご紹介します。
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Q
（
岩
澤
議
員
）
ふ
る
さ

と
納
税
を
増
や
す
策
は

考
え
て
い
る
か
。

A
地
場
産
品
掘
り
起
こ
し

と
共
に
、
画
期
的
な
商

品
を
開
発
す
る
会
社
の
誘
致

を
進
め
る
な
ど
試
行
錯
誤
し

て
い
ま
す
。

Q
（
内
田
議
員
）
Ｄ
Ｍ
О

事
業
は
町
の
財
源
を
２

分
の
１
利
用
す
る
と
の
こ
と

だ
が
補
助
金
が
な
く
な
っ
た

場
合
、
町
の
財
源
を
充
て
て

い
く
の
か
。

A
補
助
金
の
延
長
を
お
願

い
し
て
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

Q
（
堀
越
議
員
）
芝
山
千

代
田
駅
、
電
子
マ
ネ
ー

導
入
の
進
捗
は
。
タ
イ
ミ
ン

グ
は
今
で
は
な
い
か
。

A
シ
ス
テ
ム
設
置
に
５
億

円
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
が
年
３
０
０
０
万
円
か
か

り
、
安
価
に
で
き
る
よ
う
に

な
れ
ば
可
能
性
は
あ
り
ま
す
。

Q
（
伊
橋
議
員
）
Ａ
滑
走

路
特
別
加
算
金
の
恒
久

的
な
増
額
は
で
き
な
い
の
か
。

A
２
０
０
０
万
円
の
合
意

で
あ
り
、
今
回
だ
け

７
０
０
０
万
円
に
増
額
さ
れ

ま
し
た
。

Q
（
平
山
議
員
）
芝
山
公

園
管
理
委
託
料
４
８
０

０
万
円
の
中
か
ら
、
桜
な
ど

の
樹
木
の
管
理
は
ま
か
な
え

て
い
る
の
か
。

A
樹
木
の
害
虫
駆
除
や
枯

木
の
撤
去
な
ど
は
行
っ

て
い
ま
す
。

Q
（
小
嶋
議
員
）橋
梁
定

期
点
検
委
託
は
何
年
ご

と
に
何
ヵ
所
く
ら
い
行
う
の
か
。

A
５
年
に
１
回
で
町
内
49

橋
を
点
検
し
ま
す
。

Q
（
坂
井
議
員
）
３
世
代

同
居
支
援
は
こ
れ
ま
で

に
何
人
く
ら
い
の
方
が
利
用

さ
れ
た
か
。

A
28
名
の
方
が
利
用
さ
れ

ま
し
た
が
令
和
２
年
度

で
終
了
し
、
更
に
有
効
な
施

策
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

Q
（
小
嶋
議
員
）
谷
間
地

区
が
１
種
区
域
に
な
る

が
、
周
辺
対
策
交
付
金
は
変

動
す
る
の
か
。

A
普
通
交
付
金
、
特
別
交

付
金
と
も
変
わ
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。

Q
（
小
嶋
議
員
）
国
保
の

保
健
税
率
は
昨
年
と
同

様
か
。

A
台
風
被
害
な
ど
で
収
入

の
減
っ
た
世
帯
も
あ
る

中
で
す
の
で
、
基
金
か
ら

２
０
０
０
万
円
を
繰
り
入
れ
、

税
率
を
上
げ
な
い
措
置
を
取

り
ま
し
た
。

Q
（
内
田
議
員
）
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
保
険

証
機
能
が
付
加
さ
れ
る
が
普

及
す
る
の
か
。

A
そ
も
そ
も
対
応
す
る
医

療
機
関
に
カ
ー
ド
の
情

報
を
読
み
取
る
シ
ス
テ
ム
が

な
け
れ
ば
使
え
な
い
の
で
、

双
方
の
普
及
が
望
ま
れ
ま
す
。

具
体
的
に
ど
の
よ
う
に

動
く
の
か

まちづくり
関係

Q
（
岩
澤
議
員
）
空
港
の

機
能
強
化
の
先
決
事
業

は
道
路
整
備
だ
と
思
う
が
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
作

る
な
ど
の
取
り
組
み
は
考
え

て
い
る
の
か
。

A
空
港
関
連
の
測
量
な
ど

を
優
先
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

Q
（
平
山
議
員
）当
町
は
立

地
に
も
恵
ま
れ
て
い
る

の
で
町
の
特
性
を
活
か
し
た

施
策
が
新
規
就
農
者
な
ど
を

呼
び
込
め
る
の
で
は
な
い
か
。

A
観
光
と
リ
ン
ク
し
て
情

報
発
信
を
し
っ
か
り
と

し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

A
作
物
を
特
化
す
る
な
ど

し
て
販
売
に
も
力
を
入

れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Q
（
堀
越
議
員
）
廃
プ
ラ

の
処
理
費
用
は
今
後
更

に
値
上
が
り
す
る
と
考
え
ら

れ
る
が
別
方
法
を
計
画
し
て

い
る
か
。

A
ポ
リ
の
処
理
に
つ
い
て
は

山
武
環
境
衛
生
組
合
で

年
間
３
０
０
ト
ン
程
、受
入
可

能
と
の
こ
と
で
３
年
度
の
対

応
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

◎ interview　インタビュー
木
き

川
かわ

 裕
ゆう

人
と
さん（建設業/小池６/37歳）

 　成田空港の機能強化によって町は、また
変わっていくと思います。その中で地元業
者がうまく廻っていくような状況ができた
らいいなと思います。議会だよりはたまに
読んでいます。

井
い

口
ぐち

 貴
たかひろ

弘さん（農業/新井田/35歳）
 　町に対しての要望は消防団員の負担を軽
減できるような方法を考えてほしいという
ことと補助金申請などを、もう少し分かり
やすくしていただけたら、ありがたいと
思っています。
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数
１
４
３
件
、
総
額
６
億
４

３
９
０
万
円
で
す
。

Q
（
實
川
議
員
）
土
砂
災

害
復
旧
工
事
補
助
金

２
０
０
万
円
は
。

A
個
人
宅
の
住
宅
の
山
や

土
手
が
崩
壊
し
た
時
に

50
万
円
を
上
限
に
補
助
す
る

も
の
で
す
。

Q
（
實
川
議
員
）
廃
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
処
理
は
終

わ
っ
た
の
か
。

A
７
月
と
２
月
の
合
計
で

１
８
５
ｔ
で
終
了
し
ま

し
た
。

総
務
常
任
委
員
会

芝
山
町
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

Q
（
戸
井
議
員
）
何
を
基
準

に
成
年
被
後
見
人
あ
る
い

は
意
思
能
力
を
有
し
な
い
者
で

あ
る
と
判
断
す
る
の
か
。

A
成
年
被
後
見
人
以
外
の
意

思
能
力
の
有
無
を
判
断
す

る
の
は
困
難
で
す
が
、
成
年
被

後
見
人
は
登
記
さ
れ
て
い
る
た

め
戸
籍
係
で
判
断
す
る
こ
と
は

可
能
で
す
。

Q
（
岩
澤
議
員
）
成
年
被
後

見
人
は
現
在
町
に
ど
れ
く

ら
い
い
る
か
。

A
本
籍
地
が
芝
山
に
あ
る
方

が
８
人
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。Q

（
伊
橋
議
員
）
今
回
の
改

正
で
受
け
付
け
の
条
件
は

緩
和
さ
れ
た
が
、
実
務
上
の
印

鑑
登
録
は
で
き
る
の
か
、
ま
た

印
鑑
登
録
に
関
す
る
こ
と
の
み

な
の
か
。

A
意
思
能
力
の
裏
付
け
が
あ

れ
ば
条
例
上
は
成
年
被
後

見
人
で
も
登
録
は
窓
口
で
拒
否

す
る
こ
と
や
登
録
の
抹
消
は
で

き
ま
せ
ん
。

職
員
の
服
務
の
宣
誓
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

Q
（
坂
井
議
員
）
服
務
宣
誓

の
際
に
、
宣
誓
す
る
職
員

よ
り
も
上
級
の
職
員
が
対
応
し

宣
誓
を
受
け
る
の
か
。

A
基
本
的
に
は
係
長
以
上
の

対
応
と
な
り
ま
す
。

介
護
保
険
特
別
会
計

Q
（
岩
澤
議
員
）
介
護
給
付

費
の
基
金
積
立
額
が
当
初

の
予
定
よ
り
減
っ
た
理
由
は
。

A
施
設
へ
の
入
所
者
が
増

え
、
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス

給
付
金
が
増
額
と
な
っ
た
た
め

で
す
。

ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会

一
般
会
計
補
正
予
算

Q
（
平
山
議
員
）
地
籍
調
査

等
業
務
委
託
料
2
5
5
0

３
月
補
正
予
算
は
17
事
業
を

令
和
２
年
度
に
繰
り
越
し

Report
委員会

▲町独自で行った廃プラ収集

万
円
減
額
の
理
由
は
。

A
地
籍
事
業
は
基
本
的

に
、
国
、
県
の
75
％

の
補
助
金
で
行
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
交
付
さ
れ
た
額

が
要
望
額
よ
り
少
な
か
っ

た
の
で
1
0
3
5
万
円
の

減
額
に
な
っ
て
い
ま
す
。

Q
（
平
山
議
員
）
山
林

の
境
界
で
問
題
が
あ

る
よ
う
だ
が
対
応
は
。

A
管
理
で
き
な
い
境
界
も
あ

り
ま
す
が
話
し
合
い
で
解

決
し
て
い
ま
す
。

Q
（
實
川
議
員
）
強
い
農

業
・
担
い
手
づ
く
り
総
合

支
援
交
付
金
に
つ
い
て
、
12
月

の
補
正
額
５
億
６
７
０
０
万
円

と
繰
越
明
許
費
が
同
額
だ
が
、

３
ヶ
月
で
執
行
さ
れ
た
案
件
は

な
か
っ
た
か
。

A
千
葉
県
被
災
農
業
施
設
支

援
事
業
で
国
よ
り
５
月
に

交
付
が
決
定
す
る
の
で
審
査
が

下
り
次
第
執
行
し
ま
す
。
申
請

内
容
は
ハ
ウ
ス
８
４
６
棟
、
戸

　議員が６名ずつ二つの常任委員会に
分かれて、令和元年度補正予算案など
11議案を徹底的に追及しました。



議案�
番号

上程された
議案・概要・結果�

賛成：○　反対：×　欠席：欠　退席：退

議席
番号 議

会
だ
よ
り

掲
載
ペ
ー
ジ

①②③④⑤⑥⑧⑨⑩⑪⑫
⑦
議
長

議
決
結
果

岩
内�　
章

坂
井�

慶
子

實
川�

嘉
一

萩
原�

正
規

堀
越�
保
夫

麻
生�
孝
之

伊
橋�

寿
夫

小
嶋�

秀
樹

戸
井�

沢
夫

内
田�

白
民

平
山�　
弘

岩
澤
達
弥

条例の一部改正

第１号 芝山町印鑑条例の一部改正（成年被後見人からの印鑑登録
申請の資格に関する規定を整備する）

可決 
賛（11）・否（ 0 ） P8 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第２号 芝山町後期高齢者医療に関する条例の一部改正（条例
精査による引用条文、語句等の軽微な修正・加除）

可決 
賛（11）・否（ 0 ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第３号 芝山町固定資産評価審査委員会条例の一部改正（税務
行政の諸法令に準じた文言の改正）

可決 
賛（11）・否（ 0 ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第４号 職員の服務の宣誓に関する条例の一部改正（法令改正
に準じた条例の改正）

可決 
賛（11）・否（ 0 ） P8 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第５号 職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正（年
次有給休暇等の付与期間を年管理から年度管理に変更）

可決 
賛（11）・否（ 0 ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

人事

第６号 芝山町教育委員会委員の任命同意（任期満了に伴い教育
委員会委員の再任に同意するもの)

可決 
賛（11）・否（ 0 ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和元年度補正予算

第７号 一般会計（第５号）（財政調整基金への積立や、プレミアム付商品券
清算負担金2622万5000円を減額し、総額60億2697万7000円とする）

可決 
賛（11）・否（ 0 ） P8 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第８号 国民健康保険特別会計（第２号）（県普通交付金５597万3000
円、一般療養給付金2910万円等の減額により総額9億7548万円とする）

可決 
賛（11）・否（ 0 ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第９号 公共下水道特別会計（第３号）（汚泥処理業務委託費107
万2000円を増額し、総額2億7223万3000円とする）

可決 
賛（11）・否（ 0 ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第10号
介護保険特別会計（第３号）（施設介護サービス給付金
3147万円の増額や、介護給付費準備基金積立金1021万８000円
等を減額し、総額７億170１万円とする）

可決 
賛（11）・否（ 0 ） P8 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第11号
後期高齢者医療特別会計（第１号）（後期高齢者医療広域
連合納付金（基盤安定拠出金）193万5000円等を減額し、総額
9469万円とする）

可決 
賛（11）・否（ 0 ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和２年度予算

第12号 一般会計 可決 
賛（11）・否（ 0 ）

P4、5、
6、7 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第13号 国民健康保険特別会計 可決 
賛（11）・否（ 0 ） P7 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第14号 農業集落排水事業特別会計 可決 
賛（11）・否（ 0 ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第15号 公共下水道事業特別会計 可決 
賛（11）・否（ 0 ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第16号 介護保険特別会計 可決 
賛（11）・否（ 0 ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第17号 後期高齢者医療特別会計 可決 
賛（11）・否（ 0 ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和２年第２回臨時会（3/2）で審議した議案とその結果
人事

第１号 監査委員の選任同意（戸井　沢夫氏(新井田・71歳)の選任に
つき同意するもの)

可決 
賛（11）・否（ 0 ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

その他

第２号 損害賠償の額の決定（芝山文化センター入口付近の交通事故
に関して損害賠償額203万8844円の額の決定）

可決 
賛（11）・否（ 0 ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第３号 損害賠償の額の決定（芝山文化センター入口交差点付近の交
通事故に関して損害賠償額33万3377円の額の決定）

可決 
賛（11）・否（ 0 ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

専決処分

第４号 専決処分の承認を求めることについて（芝山クリーンセン
ター内汚泥処理設備修繕工事に伴う財政調整基金からの繰入れ）

可決 
賛（11）・否（ 0 ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第５号 専決処分の承認を求めることについて（芝山クリーンセン
ター内汚泥処理設備修繕工事の繰越明許）

可決 
賛（11）・否（ 0 ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

報告

第１号 専決処分の報告（大台地先の交通事故による責任額の決定と
和解)

可決 
賛（11）・否（ 0 ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第２号 専決処分の報告（文化センター入口付近交差点の交通事故に
よる責任額の決定と和解)

可決 
賛（11）・否（ 0 ） P10 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和２年第１回定例会（3/9～
24）で審議した議案とその結果議員の賛否を公開

※議長は採決に加わりません。

－芝山議会だより　No.127　R2.5.19
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　成田空港の機能強化に伴い「地域の発展」と「空港の発展」が
好循環する地域づくりを目指した『実施プラン』の概要が全員協
議会で説明されました。

全員協議会Report

希望の種をまいて成長させる実施プラン

■
１
月
17
日

旧
東
小
学
校
利
活
用
事
業

　
（
説
明
者
：
春
葉
会
）

Q （
小
嶋
議
員
）
旧
東
小
学

校
は
避
難
所
に
指
定
さ
れ

て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
活
用

す
る
か
。

A 【
財
政
担
当
課
長
】
体
育

館
を
使
用
し
ま
す
。ま
た
、

校
舎
の
２
・
３
階
部
分
を
避
難

所
と
し
て
使
用
で
き
る
よ
う
協

議
中
で
す
。

Q
（
岩
澤
議
員
）
完
成
予
定

は
。

A
【
春
葉
会
】
令
和
２
年
３

月
建
設
工
事
に
着
工
し
、

令
和
３
年
１
月
竣
工
、
３
月
に

開
所
予
定
で
す
。

Q
（
内
田
議
員
）
利
用
料
金

の
設
定
は
ど
う
な
る
か
。

A 【
春
葉
会
】
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
は
一
律
で
は
な

く
、
年
収
や
年
金
額
に
よ
り
行

政
で
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
平

均
で
７
～
８
万
円
く
ら
い
で

す
。

第
１
回
臨
時
会
提
出
議
案

Q
（
小
嶋
議
員
）
川
津

場
地
区
道
路
等
業
務

委
託
費
の
内
容
は
。

A 【
都
市
計
画
担
当
課

長
】
道
路
の
概
略
設

計
、
排
水
の
概
略
検
討
で

す
。
上
下
水
道
事
業
は
別

途
検
討
を
進
め
て
い
ま

す
。

■
３
月
２
日

第
２
回
臨
時
会
提
出
議
案

Q （
伊
橋
議
員
）
公
用

車
の
事
故
が
多
発
し

て
い
る
が
、
防
止
策
は
講
じ
た

の
か
。

A
【
総
務
課
長
】
平
成
30
年

度
に
山
武
警
察
署
に
よ
る

交
通
安
全
の
意
識
改
革
講
習
を

受
講
し
ま
し
た
。
今
一
度
交
通

安
全
を
徹
底
さ
せ
ま
す
。

■
３
月
５
日

成
田
空
港
周
辺
の
実
施
プ
ラ
ン

　
（
説
明
者
：
千
葉
県
）

Q
（
平
山
議
員
）
千
代
田
地

区
の
下
水
道
整
備
に
つ
い

て
時
間
的
な
見
通
し
は
。

A
【
企
画
空
港
政
策
課
長
】

小
池
処
理
区
に
編
入
す
る

計
画
で
す
が
、
空
港
移
転
先
は

集
中
処
理
型
の
合
併
浄
化
槽
で

対
応
し
ま
す
。

Q
（
伊
橋
議
員
）
規
制
緩
和

の
検
討
は
。

A
【
千
葉
県
】
農
地
転
用
の

緩
和
、
交
通
ア
ク
セ
ビ
リ

テ
ィ
な
ど
で
す
。
ま
た
、
国
家

戦
略
特
区
な
ど
の
活
用
に
向
け

具
体
的
に
検
討
し
ま
す
。

Q
（
實
川
議
員
）
高
谷
川
の

改
修
計
画
は
。

A
【
千
葉
県
】
空
港
整
備
に

伴
う
高
谷
川
へ
の
流
出
は

適
切
流
出
量
抑
制
対
策
を
協
議

し
て
お
り
、
高
谷
川
の
改
修
は

必
要
性
が
あ
る
か
を
含
め
て
今

後
検
討
し
ま
す
。

Q
（
堀
越
議
員
）
周
辺
対
策

交
付
金
の
60
億
円
へ
の
増

額
は
人
口
増
加
を
見
込
ん
で
い

る
か
。�

A
【
千
葉
県
】
騒
音
下
世
帯

は
算
定
基
準
に
見
込
ん
で

お
り
ま
す
が
、
そ
の
他
の
世
帯

は
対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▲令和３年３月に開所予定の特別養護老人ホーム「おもとの郷芝山」

▲令和１４年までの成長をイメージした実施プラン



「避難所運営マニュアルの作成」
坂井 慶子（創芝会）

・教育方針について

「町活性化の具体策」
岩内 　章（創芝会）

・芝山の将来と災害への備え

「成田空港機能強化のゆくえ」
麻生 孝之（創芝会）

・減災の取り組み

「子育て支援・農業支援」
堀越 保夫（平成会）

・医療費・保育園・廃プラ負担

「小池再開発計画」
萩原 正規（平成会）

・災害に強い町づくりを目指して

「空港周辺公共交通の地域連携」
實川 嘉一（創芝会）

・買い物弱者対策
・拡充される防音対策（新たな仕組づくり）

－芝山議会だより　No.126　R2.2.111

一般質問の通知表

④質問の組み立て
 （3.0）

②情報収集
 （3.0）

③分析と追求
 （3.0）

⑤答弁の満足度
 （3.3）

①テーマ（3.1）

○傍聴者10名の声を集計しました。
　チェック
　 　一般質問を傍聴された方に５項目を５段階評価して

もらいました。
　　数値は一般質問の平均点です。

○議員からのコメント
　 　なかなか厳しい評価を頂きました。町に対して訴えた

いことをしっかりと調査・分析し、現状の問題点をはっ
きりさせることが更に必要であると感じています。

　改選後初の３月議会では９日と
11日の２日間にわたり、新人を含
む６名の議員が住民の声に背中を押
され登壇しました。

P12

P13

P14

P15

P16

P17

CONTENTS
一 般 質 問

環
境
を
整
え
て

豊
か
な
福
祉
を
実
現
す
る
た
め
に

【一般質問】一般質問とは芝山町の様々な課題について、
提出議案とは関係なく議員個人が口頭で町に考えを聞くこ
とができます。通告制となっており、内容は自由です。

※３月定例会の傍聴者は24人でした。

Photo/ アグリパーク
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【全国学力テスト】（※）文科省が２００７年から小６・中３を対象に子供たちの学力状況を
把握するため、毎年４月に実施している。今年度は緊急事態宣言により中止となった。

【コンピューターリテラシー】（※）コンピューター機器の扱いや、そこから必要な情報を取
り寄せることのできる能力のこと。

と
な
り
ま
す
。
そ
の
上
で
基
本
的
に

福
祉
保
健
課
長
か
教
育
課
長
が
避
難

所
の
責
任
者
に
な
り
ま
す
。
設
置
の

数
が
増
え
れ
ば
副
主
幹
や
係
長
も
順

次
配
置
し
ま
す
。

要
介
護
者
な
ど
の
受
け
入
れ
は

徹
底
さ
れ
て
い
る
か
。

【
町
長
】
町
で
は
要
配
慮
者
利

用
施
設
と
し
て
、
福
祉
セ
ン

タ
ー
・
芝
山
小
・
芝
山
中
を
指
定
し

て
い
ま
す
が
、
可
能
な
限
り
民
間
福

祉
施
設
へ
の
受
け
入
れ
も
要
請
し
ま

す
。学

校
教
育
方
針
は

※
全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
か

ら
、
芝
山
町
の
小
中
学
生
の
学

力
に
つ
い
て
の
課
題
は
。

【
教
育
長
】
全
体
的
に
は
県
・

全
国
平
均
並
み
で
す
が
、算
数
・

数
学
で
図
形
や
数
的
思
考
力
に
課
題

が
あ
る
よ
う
で
す
。

『一般質問』

昨
年
の
台
風
時
に
は
長
期
間
の

停
電
で
、
避
難
生
活
を
余
儀
な

く
さ
れ
る
町
民
も
多
か
っ
た
。
平
成

31
年
２
月
に
芝
山
町
防
災
計
画
が
策

定
さ
れ
た
が
、
実
際
に
避
難
所
を
開

設
し
た
経
験
も
踏
ま
え
、
一
刻
も
早

坂井 慶子　議員
（創芝会）

（所要時間59分）

く
具
体
的
か
つ
有
効
な
避
難
所
開
設

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
必
要
と
思
う
が
。

【
町
長
】
現
在
作
成
中
で
す
。

令
和
元
年
の
台
風
被
害
を
教
訓

と
し
て
避
難
行
動
の
実
態
を
よ
く
精

査
し
、
な
る
べ
く
早
く
H
Ｐ
に
も
公

表
し
ま
す
。

避
難
勧
告
な
ど
の
周
知
方
法

は
。

【
町
長
】
こ
れ
ま
で
の
防
災
無

線
・
情
報
メ
ー
ル
・
H
Ｐ
に
加

え
停
電
が
長
引
い
た
際
に
は
、
ア
ナ

ロ
グ
方
法
と
し
て
ス
ピ
ー
カ
ー
付
き

の
庁
用
車
を
使
い
、
消
防
団
に
も
協

力
を
お
願
い
し
て
各
地
区
へ
の
周
知

徹
底
に
努
め
ま
す
。

各
避
難
所
の
責
任
者
は
誰
か
。

【
町
長
】
避
難
所
を
運
営
す
る

条
件
は
職
員
全
員
の
配
備
態
勢

に
な
っ
て
い
る
こ
と
と
、
災
害
対
策

本
部
が
設
置
さ
れ
て
い
る
の
が
前
提

より安全な
　避難行動を
　　周知徹底せよ

中
学
生
で
は
学
力
に
２
極
化
が

見
ら
れ
る
と
い
う
が
、
中
間
層

の
学
力
を
い
か
に
落
と
さ
ず
底
上
げ

を
図
る
か
と
い
う
指
導
が
必
要
な
の

で
は
。【教

育
長
】
確
か
に
そ
の
通
り

で
す
が
、
町
で
は
児
童
生
徒
数

が
少
な
く
、
平
均
点
だ
け
で
判
断
す

る
の
は
難
し
い
の
で
、
個
別
指
導
も

含
め
基
礎
・
基
本
の
丁
寧
な
指
導
に

取
り
組
み
ま
す
。

I
C
T
授
業
が
導
入
さ
れ
た

が
、
教
師
に
向
け
た
※
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
リ
テ
ラ
シ
ー
の
対
策
が

な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

【
学
校
教
育
担
当
課
長
】
県
の

研
修
は
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
教

師
全
員
が
受
講
で
き
て
い
な
い
の

で
、
今
後
検
討
し
ま
す
。

避
難
所
マ
ニ
ュ
ア
ル

い
つ
出
来
る

中学校でのICT授業の様子



－芝山議会だより　No.127　R2.5.113

『一般質問』

主
要
地
方
道
成
田
松
尾
線
（
芝

山
は
に
わ
道
）
沿
道
に
お
け
る

沿
道
型
サ
ー
ビ
ス
施
設
の
立
地
促
進

と
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
記
載
さ
れ
て

い
る
が
、
将
来
的
に
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
の
か
。

【
町
長
】
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
に
お
い
て
、
計
画
的
な

土
地
利
用
誘
導
に
向
け
た
用
地
の
拡

大
、見
直
し
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
拠
点
創
出
可
能
性
調
査
業
務

に
お
い
て
、
文
化
財
の
調
査
を
進
行

中
で
す
。

芝
山
の
災
害
へ
の
対
策
は

発
電
機
を
避
難
所
へ
導
入
し
て

は
ど
う
か
。

【
町
長
】
避
難
所
の
停
電
へ
の

備
え
は
、
1
0
0
ボ
ル
ト
、

9
0
0
ワ
ッ
ト
の
ポ
ー
タ
ブ
ル
発

電
機
を
23
台
用
意
し
、
続
い
て
千
葉

県
へ
の
要
請
、
東
京
電
力
へ
電
源
車

な
ど
要
請
を
し
、
最
低
限
の
電
力
確

保
を
行
い
ま
す
。

停
電
時
で
も
下
水
道
の
排
水
の

ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
が
で
き
る
よ
う

に
体
制
を
整
え
る
べ
き
で
は
。

【
町
長
】
芝
山
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
は
非
常
用
自
家
発
電
が
稼

働
し
、
マ
ン
ホ
ー
ル
形
式
の
ポ
ン
プ

場
に
つ
い
て
は
、
溢
水
が
予
測
さ
れ

る
場
合
、
汚
水
の
流
入
度
が
多
い
箇

所
か
ら
順
次
バ
キ
ュ
ー
ム
車
に
て
汚

水
の
汲
み
上
げ
を
実
施
し
ま
す
。

台
風
被
災
時
、
S
N
S
に
て

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
開
設
し
、

情
報
を
発
信
し
て
み
て
は
。

【
町
長
】
情
報
発
信
の
手
法
と

し
て
は
有
効
で
あ
る
と
認
識
は

し
て
お
り
ま
す
が
、
同
時
に
誤
っ
た

情
報
が
投
稿
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る

の
で
、
再
度
ど
の
よ
う
な
活
用
方
法

が
で
き
る
か
、
よ
り
安
全
な
情
報
発

信
手
段
が
あ
る
か
引
き
続
き
調
査
研

究
し
、検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

騒
音
対
策
は

国
か
ら
空
港
等
変
更
許
可
申
請

の
許
可
が
下
り
た
が
、
町
と
し

て
の
騒
音
区
域
に
対
す
る
対
策
を
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
か
。

【
町
長
】
現
在
の
谷
間
地
域
が

騒
防
法
第
1
種
区
域
に
変
更
さ

れ
る
事
に
伴
い
、
寝
室
へ
の
内
窓
設

置
区
域
の
変
更
、
空
調
施
設
の
維
持

管
理
補
助
金
も
今
年
度
よ
り
増
額
し

て
お
り
ま
す
。
町
で
は
、
住
民
の
皆

様
方
の
ご
意
見
を
お
聞
き
し
な
が

ら
、
様
々
な
対
策
を
実
施
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

芝
山
の
将
来
と
安
全
面
は

大
丈
夫
な
の
か

岩内 　章　議員
（創芝会）

（所要時間39分）

芝
山
の
将
来

　
　
ど
う
見
据
え
る

芝山第一クリーンセンター

現在のはにわ道風景
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専
用
水
道
を
設
置
し
給
水
を
お
こ
な

い
ま
す
。

　

汚
水
処
理
に
つ
い
て
は
、
公
共
下

水
道
区
域
と
し
て
小
池
処
理
区
か
ら

の
本
管
を
延
伸
す
る
予
定
で
す
が
、

移
転
に
は
間
に
合
わ
な
い
た
め
、
そ

れ
ま
で
の
間
、
集
中
処
理
浄
化
槽
で

の
対
応
と
な
り
ま
す
。

　

川
津
場
地
区
の
上
水
道
は
菱
田
地

区
同
様
に
専
用
水
道
に
よ
る
対
応
と

し
、
汚
水
処
理
は
合
併
処
理
浄
化
槽

で
の
整
備
予
定
区
域
と
な
っ
て
い
る

の
で
、
新
制
度
で
あ
る
市
町
村
管
理

型
の
集
中
処
理
浄
化
槽
を
整
備
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

小
池
地
区
の
新
規
住
宅
地
に
つ
い

て
は
、
拠
点
創
出
可
能
性
調
査
業
務

委
託
を
発
注
し
、
学
校
教
育
施
設
等

の
あ
り
方
検
討
の
結
果
や
、
バ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル
の
検
討
結
果
を
踏
ま

え
、
土
地
利
用
計
画
を
検
討
し
、
イ

『一般質問』

空
港
施
設
等
変
更
許
可
申
請
が

１
月
末
に
認
可
さ
れ
、
移
転
候

補
地
の
整
備
や
地
域
振
興
な
ど
実
行

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
業

が
出
て
く
る
と
思
う
が
、
通
常
業
務

と
機
能
強
化
に
関
わ
る
業
務
を
現
状

の
役
場
内
の
体
制
で
し
っ
か
り
と
進

め
て
い
く
こ
と
が
出
来
る
か
。

【
町
長
】
機
能
強
化
の
進
捗
が

一
気
に
加
速
し
、
新
た
な
事
務

事
業
の
増
加
に
対
応
し
て
い
く
た
め

に
専
門
的
知
識
を
有
す
る
職
員
を
県

に
派
遣
要
請
す
る
な
ど
の
人
員
確
保

や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
結
成

し
、
各
部
署
か
ら
の
応
援
協
力
体
制

に
よ
り
業
務
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
繁
忙
部
署
へ
の
人
員
シ
フ
ト

や
時
限
的
に
新
た
な
部
署
を
新
設
す

る
こ
と
も
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

12
月
議
会
で
移
転
候
補
地
の
イ

ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い
て
調
査
・

研
究
す
る
と
い
う
答
弁
で
あ
っ
た

が
、
そ
の
後
の
進
捗
状
況
は
。

【
町
長
】
菱
田
地
区
の
上
水
道

は
町
が
事
業
を
展
開
す
る
ま
で

相
当
な
時
間
を
要
す
る
た
め
、
移
転

か
ら
事
業
を
開
始
す
る
ま
で
の
間
、

（創芝会）

（所要時間51分）

ン
フ
ラ
整
備
の
基
本
計
画
を
作
成
し

ま
す
。
上
水
道
に
つ
い
て
は
上
水
道

事
業
を
立
ち
上
げ
、
整
備
す
る
こ
と

を
考
え
て
い
ま
す
。

減
災
へ
の
取
り
組
み
は

昨
年
の
台
風
被
害
を
踏
ま
え
、

道
路
・
電
線
等
の
重
要
イ
ン
フ

ラ
に
近
接
す
る
山
林
に
お
い
て
更
な

る
倒
木
被
害
が
発
生
す
る
こ
と
を
防

止
す
る
た
め
の
、
国
・
県
が
支
援
す

る
補
助
事
業
の
活
用
を
検
討
し
て
み

て
は
。【産

業
振
興
課
長
】
森
林
環
境

譲
与
税
の
活
用
と
併
せ
て
、
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

激甚化する自然災害への対応
出典：千葉県ホームページ

重要インフラ施設周辺森林整備

機
能
強
化
に
と
も
な
う

町
の
方
向
性
は

麻生 孝之　議員

本格的に進む
　機能強化と
　　　　街づくり
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『一般質問』『一般質問』

す
で
に
様
々
な
子
育
て
支
援
が

あ
る
と
思
う
が
、
子
作
り
支
援

の
観
点
か
ら
不
妊
治
療
の
助
成
を
研

究
し
て
は
い
か
が
か
。

【
町
長
】
現
在
は
研
究
し
て
お

り
ま
せ
ん
が
、
子
育
て
、
子
作

り
と
合
わ
せ
て
前
進
さ
せ
た
い
と
思

い
ま
す
。

高
校
生
ま
で
の
医
療
費
助
成
は

す
で
に
５
０
０
以
上
の
市
町
村

で
行
わ
れ
て
お
り
、
イ
ン
パ
ク
ト
を

出
す
に
は
20
歳
ま
で
の
助
成
を
考
え

て
い
く
べ
き
だ
と
思
う
が
。

【
町
長
】
高
校
生
ま
で
が
、
ま

ず
は
じ
め
だ
と
思
う
の
で
進
め

て
い
き
ま
す
。

検
討
委
員
会
か
ら
将
来
２
園
化

と
い
う
答
申
が
出
た
が
、
町
内

１
園
の
新
設
が
ベ
タ
ー
だ
と
思
う
が
。

【
町
長
】
耐
震
基
準
の
面
、
答

申
も
大
事
に
し
て
進
め
た
い
と

思
い
ま
す
。

空
港
の
機
能
強
化
に
伴
う
人
口

増
加
を
考
え
て
い
く
な
ら
ば
、

新
設
・
24
時
間
・
３
６
５
日
・
０
歳

対
応
・
幼
保
連
携
、
全
て
揃
っ
た

「
ス
ー
パ
ー
子
ど
も
園
」
を
研
究
し

て
い
く
べ
き
と
思
う
が
。

【
町
長
】
未
来
の
宝
物
を
預
か

る
の
で
、
て
い
ね
い
に
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

廃
プ
ラ
料
金
負
担
に
待
っ
た

キ
ロ
当
た
り
50
円
の
負
担
は
大

き
い
。
何
か
方
法
は
な
い
か
。

【
町
長
】
50
円
を
最
大
の
負
担

と
し
て
他
の
方
法
も
あ
る
は
ず

な
の
で
検
討
し
ま
す
。

他
の
方
法
が
確
立
す
る
ま
で
は

収
集
、
運
搬
だ
け
で
も
町
が
担

６
年
ぶ
り
に

　
　
　
町
政
を
問
う

堀越 保夫　議員
（平成会）

（所要時間60分） こども園のイメージ

う
と
い
う
考
え
は
な
い
か
。

【
町
長
】
そ
う
い
っ
た
方
法
も

あ
り
か
な
と
私
は
思
っ
て
い
ま

す
。町

長
の
政
治
姿
勢
を
問
う

残
り
約
２
年
の
任
期
、
重
要
視

す
べ
き
課
題
は
。

【
町
長
】
空
港
の
機
能
強
化
。

そ
れ
に
伴
う
移
転
用
地
の
確
保

や
７
５
０
０
人
の
人
口
を
目
指
す
こ

と
。
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
、
観
光
、

空
港
を
前
進
さ
せ
る
こ
と
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

全
て
に
お
い
て
イ
ン
パ
ク
ト
と

ア
ピ
ー
ル
が
大
事
で
あ
り
、
日

本
一
の
子
育
て
支
援
、
ス
ー
パ
ー
子

ど
も
園
、
農
業
支
援
そ
し
て
芝
山
町

の
地
価
の
安
さ
を
前
面
に
出
し
て
望

ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

日
本
一
の
子
育
て
支
援
を

目
指
し
て

ス
ー
パ
ー
こ
ど
も
園
の

新
設
を

廃プラ負担のゆくえは
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災
害
時
の
取
り
組
み
は

昨
年
の
記
録
的
な
暴
風
雨
と

な
っ
た
台
風
15
号
等
に
関
連
す

る
災
害
は
、長
期
的
な
停
電
、断
水
、

住
宅
の
損
壊
、
被
災
し
た
農
業
用
ハ

ウ
ス
等
、
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
。
復
興
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

【
町
長
】
住
ま
い
に
関
す
る
支

援
と
し
て
、
災
害
救
助
法
に
基

づ
く
応
急
処
理
、
被
災
住
宅
修
繕
緊

急
支
援
事
業
補
助
金
に
よ
り
支
援
を

実
施
し
ま
し
た
。
農
業
者
へ
の
支
援

と
し
て
、
強
い
農
業
・
担
い
手
づ
く

り
総
合
支
援
交
付
金
な
ど
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
被
災
農
業
用
施

設
の
復
旧
、
再
建
等
に
対
し
て
助
成

を
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
固
定
資
産
税
、
国
民

健
康
保
険
税
な
ど
の
減
免
ま
た
は
徴

収
の
猶
予
、
千
葉
県
災
害
義
援
金
の

申
請
受
付
な
ど
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
。

住
民
へ
の
周
知
に
問
題
は
な

か
っ
た
か
。

【
町
長
】
周
知
方
法
と
し
て
、

町
の
広
報
、
防
災
行
政
無
線
、

ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
、
情
報
メ
ー
ル
な
ど

れ
込
む
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

災
害
に
備
え
て
の
課
題
の
対
応

と
計
画
は
。

【
町
長
】
予
知
で
き
る
風
水
害

は
迅
速
か
つ
正
確
な
情
報
収
集

に
よ
り
警
戒
体
制
を
確
立
し
ま
す
。

予
知
で
き
な
い
震
災
等
は
初
動
の
適

確
さ
が
重
要
で
す
。
今
後
の
課
題
に

つ
い
て
は
、
長
期
停
電
に
対
す
る
対

応
で
す
が
、
現
在
東
京
電
力
と
災
害

時
協
定
も
含
め
て
協
議
中
で
す
。

を
活
用
し
周
知
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
以
降
も
、
防
災
行
政

無
線
の
更
新
や
、屋
外
子
局
の
再
編
、

国
土
強
靭
化
地
域
計
画
の
策
定
に
取

り
組
み
ま
す
。

停
電
復
旧
の
再
三
の
予
定
変
更

に
問
題
は
な
か
っ
た
か
。

【
町
長
】
東
京
電
力
か
ら
の
、

情
報
が
ま
っ
た
く
無
か
っ
た
た

め
、
強
く
抗
議
し
た
と
こ
ろ
９
月
17

日
に
電
気
が
通
じ
ま
し
た
。

被
災
箇
所
、
被
害
家
屋
、
農
業

ハ
ウ
ス
へ
の
令
和
２
年
度
の
継

続
し
た
取
り
組
み
は
。

【
町
長
】
繰
越
明
許
費
が
多
い

の
も
、
補
助
事
業
の
継
続
を
す

る
た
め
で
す
。

で
は
、
令
和
２
年
度
も
継
続
し

て
や
る
と
い
う
こ
と
か
。

【
町
長
】
当
然
２
年
度
は
、
取

り
組
み
ま
す
が
、
３
年
度
に
ず

『一般質問』

停電時、福祉センターに配備された高圧発電機車

萩原 正規　議員
（平成会）

（所要時間25分）

台風や大雨被害の
　　　復旧・復興を
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な
が
ら
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の

課
題
と
し
ま
す
。

�

２
月
20
日
に
騒
音
対
策
委
員
会

芝
山
部
会
が
開
催
さ
れ
た
が
協

議
内
容
は
。

【
町
長
】
第
46
回
成
田
国
際
空

港
騒
音
対
策
委
員
会
で
の
芝
山

部
会
か
ら
の
要
望
事
項
に
つ
い
て
協

議
し
ま
し
た
。

�

９
月
定
例
会
の
一
般
質
問
で
、

「
防
音
工
事
の
要
望
や
問
題
点

を
芝
山
部
会
で
協
議
し
て
い
た
だ
き

代
表
者
と
し
て
要
望
し
て
ま
い
り
ま

す
。」
と
の
回
答
だ
っ
た
が
協
議
さ

れ
た
か
。

【
町
長
】
議
題
に
な
く
、
議
論

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

『一般質問』『一般質問』

交
通
弱
者
対
策
を

一
日
当
た
り
３
０
０
本
以
上
の

公
共
交
通
が
運
行
さ
れ
て
い
る

が
町
民
の
主
な
移
動
先
と
合
致
し
て

い
る
か
。

【
町
長
】
様
々
な
ご
意
見
や
ご

要
望
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
一

つ
一
つ
丁
寧
な
検
証
を
行
い
、
よ
り

利
便
性
の
高
い
運
行
を
目
指
し
ま
す
。

さ
ん
む
ウ
イ
ン
グ
ラ
イ
ナ
ー
の

停
留
所
別
利
用
順
位
で
成
田
方

面
行
き
乗
車
利
用
者
の
１
位
は
芝
山

中
学
校
、
２
位
が
風
和
里
し
ば
や
ま

で
あ
り
、
こ
の
現
状
を
ど
う
考
え
る

か
。【

町
長
】
町
民
の
方
々
が
空
港

や
成
田
方
面
な
ど
に
通
勤
や
通

学
、
あ
る
い
は
成
田
市
の
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
モ
ー
ル
に
買
い
物
な
ど
に
利
用

さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

空
港
周
辺
自
治
体
は
同
じ
よ
う

な
公
共
交
通
を
運
営
し
て
お
り

連
携
を
要
望
し
た
が
、
そ
の
後
進
展

は
あ
る
か
。�

【
町
長
】
連
携
は
難
し
い
と
考

え
ま
す
が
、
ニ
ー
ズ
が
合
致
し
、

広
域
で
配
車
指
示
が
可
能
で
コ
ス
ト

が
抑
え
ら
れ
れ
ば
、
可
能
性
は
あ
り

ま
す
。
周
辺
市
町
と
の
連
携
に
つ
い

て
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

買
物
弱
者
対
策
が
望
ま
れ
て
い

る
が
対
策
は
検
討
し
て
い
る
か
。

【
町
長
】
地
域
の
方
々
な
ど
多

様
な
関
係
者
と
連
携
・
協
力
し

周
辺
対
策
交
付
金
の

　
新
た
な
仕
組
み
づ
く
り

実川 嘉一　議員
（創芝会）

（所要時間58分）

�

３
月
23
日
空
港
周
辺
騒
音
対
策

委
員
会
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が

騒
音
対
策
や
地
域
振
興
策
に
つ
い
て

芝
山
町
の
要
望
等
を
検
討
し
て
い
る

か
。【

町
長
】
感
染
症
対
策
に
お
け

る
危
機
管
理
体
制
の
強
化
。
空

港
会
社
に
お
い
て
所
有
す
る
騒
音
対

策
用
地
の
利
活
用
。
国
の
空
港
会
社

か
ら
の
配
当
金
を
原
資
に
、
周
辺
自

治
体
の
地
域
振
興
策
等
の
充
実
に
向

け
た
新
た
な
仕
組
み
づ
く
り
の
３
点

を
強
く
要
望
し
ま
す
。

拡
充
さ
れ
る

防
音
対
策
を
万
全
に

交付金の算出方法と配分方法
１．算出方法

２．配分方法

総額＝着陸料割＋世帯数割
着陸料割＝59.66880×国際線平均最大離陸重量×国際線着陸回数
世帯数割＝261,452.3×補正後世帯数 ～過去３年間の交付金の推移～

普通交付金
C＝A－B

特別交付金
B＝0.5×A（以内）

市町分
E＝4/5×（C－D）

県　分
1/5×（C－D）

公共施設割
D

総　額
A

単位：億円

※百万円未満切り捨て

H28年度 H29年度 H30年度
総額 41.6 41.9 42.7
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新議員の紹介

内田白民（５回）/朝倉
○総務常任委員長

町の発展・地域の安定
と潤いを

平山　弘（６回）/中谷津

災害に強く100年先を
見据えられる町

實川嘉一（２回）/山田
〇副議長

幸せ？、はいと答えら
れる町づくり

岩澤達弥（３回）/谷平野
〇議長

ふるさと芝山が活力の
ある町に

岩内　章（１回）/上吹入

皆が安心して住める豊
かな町

坂井慶子（２回）/はにわ台南
〇総務常任副委員長

小さくてもキラッと個
性が光る町

萩原正規（２回）/小池９

町民目線で、安心・安
全に暮らせる町

堀越保夫（３回）/小池２
○まちづくり常任副委員長

健康寿命＆子育て支援
日本一の町

麻生孝之（３回）/小池９
〇まちづくり常任委員長

町づくりから街づくり
へ

伊橋寿夫（４回）/宝馬

町民が主役のまちづく
り

小嶋秀樹（４回）/白桝

対話、合意、行動、協
働する町

戸井沢夫（４回）/新井田
〇監査委員

みんなの幸せ　緑の芝
山　福祉の充実

私たちは
に責任を持ちます夢 標記は、氏名（当選回数）/地区

「私の描く未来の芝山町」
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●40代女性
　はじめて議会を傍聴しましたが、知ら
なかった町のことなども知ることがで
き、とても参考になりました。議会の傍
聴をされる方がもっと増えるといいと思
います。

●50代女性
　初めて議会を傍聴しましたが、議論が
とても分かりやすく、町政が身近に感じ
られ、また傍聴してみたいと思いまし
た。

【傍聴席での注意事項】

・飲食や喫煙はできません。
・言論に対する拍手などは禁止。
・カメラや録音機は持ち込み禁止。
・張り紙やビラ、旗の持ち込みは禁止。
・みだりに席を離れないこと。
・係員の指示に従ってください。

議会へ
行こう

　南庁舎の自治振興係窓口に
て受付簿に氏名等を記入し、
傍聴券と名札を受け取ります。

❶【傍聴受付】

　ここが傍聴席。報道席を含
めて21席あります。

❸【傍聴席】

　議会棟の外階段を上り、２
階のドアから入ります。

❷【傍聴席入口】

　議場全体がよく見渡せます。

※�コロナウイルス感染症拡大防止のため、当面の間、議会の傍聴については、残念ながらお控えくださいますように
お願い申し上げます。状況が改善されましたら是非、足をお運びください。おまちしております。

❹【傍聴席から見た議場】

Let’s GO!■議会傍聴のご案内
　わたしたちの生活に直結することが話
し合われている町議会。実際に議会がど
んな様子で行われているか、あなたも傍
聴してみませんか。

◎Interview 「期待してます芝山町議会」 ３月議会傍聴者の感想
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大
地
と
大
空
に
春
の
息
吹
を
感
じ
始
め
た

矢
先
、
そ
の
喜
び
も
消
し
去
る
よ
う
に
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
が
猛
威
を
振
る
い
始
め
ま
し

た
。
二
月
上
旬
の
議
会
改
選
後
、
三
月
定
例

会
を
終
え
四
月
の
新
年
度
を
迎
え
ま
し
た
。

本
来
で
あ
れ
ば
新
た
な
町
の
姿
を
作
る
た
め

の
都
市
計
画
実
現
に
向
け
て
力
強
く
ス
タ
ー

ト
す
る
と
こ
ろ
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
蔓
延
を
防
ぐ
た
め
緊
急
事
態
宣
言
の
発

令
な
ど
で
、
様
々
な
社
会
活
動
が
中
止
や
自

粛
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
改
め
て
感
じ
ら

れ
る
こ
と
は
、
強
大
な
経
済
力
や
大
規
模
な

ハ
ー
ド
事
業
以
上
に
、
私
た
ち
の
日
常
に
直

結
す
る
安
心
安
全
が
何
よ
り
大
切
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。
生
活
や
福
祉
の
保
障
、
医
療
保

障
、
そ
し
て
小
さ
く
て
も
助
け
合
い
の
精
神

が
発
揮
さ
れ
る「
共
同
体
」の
存
在
こ
そ
が
、

今
回
の
よ
う
な
難
局
を
乗
り
越
え
る
に
は
必

要
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち
議

会
も
町
民
の
皆
様
の
代
表
で
あ
り
、
ま
た
お

一
人
お
一
人
と
心
を
共
有
す
る
一
部
で
も
あ

る
こ
と
を
肝
に
銘
じ
、
今
期
の
役
目
を
担
っ

て
い
く
覚
悟
で
す
。
編
集
委
員
会
も
新
た
な

メ
ン
バ
ー
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
皆

様
に
親
し
ま
れ
信
頼
さ
れ
る
紙
面
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
編
集
委
員
一
同

My
Home Town

Episode 12

「ある日突然あなたが主役」

Information
令和2年第2回芝山町議会
定例会のお知らせ

６月９日
　  12日
開催予定。
議会は、どなたでも傍聴できます。
私たちに一番身近な政治を感じて
みませんか。

編

集

後

記

㈫から
㈮

Ｑ どんなきっかけで、芝山町にやっ
　てきましたか？
　�　主人の転職を機に青森県五所川原市
から来ました。

Ｑ芝山町の印象は？
　�　古代から文化が続くロマンティック
な町

Ｑ芝山町での生活はどうですか？
　�　新生芝山小学校になった年に子供が
入学し、読み聞かせの会「芝山」のメ
ンバーになりました。今では私自身の
学びの一つとして楽しく活動していま
す。

Ｑ町に望むことは？
　�　芝山町には昔から豊かな農業があ
り、通学路には美しい田園風景が広
がっています。英語では「文化」の語
源に農業の「耕す」という意味もあり、日々素晴らしい環境の中で過
ごす子供達はとても心豊かだと思います。外から新しいものを取り入
れることばかりではなく、元々この町にある歴史文化を大切にし、自
信をもって新しい世代に伝えていくことが出来れば、必ず町の発展に
もつながると思います。

「温故知新」。この町にぴったりな言葉
ではないでしょうか。

小
お さ な い

山内 玲
れ い な

奈さん
（はにわ台南）


